






研究目的 

クレチン症に小脳前庭機能障害の発症する頻度が高いことは臨床的にも実験的にも知られ

ており，患児の多くは運動が不得手,不器用という訴えを有している。しかしそれらを他覚

的,定量的に把握することは困難であり,厳密な検査成績に基づいた小脳前庭機能障害の合

併頻度は見当らない。今回,治療中の甲状腺機能正常状態にあるクレチン症患児につき,多

元的な平衡機能検査を施行し,コンピューター解析により他覚的な小脳前庭機能障害の頻

度および部位診断を試みた。 


